
農作物   
試験  試験条件  

圃場  剤型   使用量・使用方法  回数   経過日数   
最大残留量（ppm）  

きゆうり※  
（果実）   

20％乳剤   0．33kgai／ha散布  2回   3，15，17日   
圃場A：0．13（2回、15日）   

きゆうり※  
剤形不明   

80Z／100gal  
（果実）   200gal／ha散布   

1回   3，4日   
園場A：0．24   

きゆうり※  
（果実）   

剤形不明   0．33g／L散布   1回   3日   
圃場A：0．09   

きゆうり※  

（果実）   
剤形不明   0．33g／L散布   2回   4′、5，6～7日   

圃場A：0．13   

きゆうり※  

（果実）   

剤形不明   60g／100L浸演   1回   3，4～5日   
圃場A：0．30   

きゆうり※  
（果実）   

剤形不明   2．8kgai／ha散布  1回   3日   

圃場A：0．05   

きゆうり※  
（果実）   

剤形不明   2．4kgai／ha散布  1回   3日   

圃場A：0，13   

おうとう※  

（果実）   

剤形不明   0．675kgai／ha散布  1回   28日   

圃場A：0．09   

おうとう※  
（果実）   

剤形不明   0．4kgai／ha散布  1回   35，49，63日   
圃場A：0．35   

プラム  

（果実）   

20％乳剤   0．6kgai／ha散布  1回   14，21，27，42日   
国場A：0．25（1回、21日）   

プラム  

（果実）   

20％乳剤   1．2kgai／ha散布  1回   14，21，27，42日   
圃場A：0，56   

りんご※  

（果実）   
5   剤形不明   1．4kgai／ha散布  1回   14，21，28，35，42日   

0，18－0．41   

りんご※  

（果実）   

2   剤形不明   0．54kgai／ha散布  2回   28，42日   
0．06－0．07   

りんご※  

（果実）   
剤形不明   0．72kgai／ha散布  1回   14，28日   

圃場A：0．20   

りんご※  
（果実）   

剤形不明   0．60kgai／11a散布  2回   14，21，28日   
圃場A：0．42   

臣   
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試験  
農作物  

試験条件  

使用量・使用方法  回数   経過目数   
最大残留量（ppm）  

圃場  剤型  

りんご※  

（果実）   

剤形不明   0．60kgal／ha 散布  1回   14，21，28日   
圃場A：0．38   

りんご※  

（果実）   

剤形不明   1．Okgai／ha散布  3回   14，21，28，35日   
圃場∧：0．ユ9（1「可、35「二l）   

りんご※  

（果実）   

剤形不明   2，01くgai／ha散布  3回   14，21，28，35口   
相場八：0．42   

りんご※  
剤形不明   

（果実）   

1．Okgai／ha散布  1回   14，21，28日   
圃場A：0．07   

りんご※  

（果実）   
剤形不明   2．01くgal／lla散布  1回   14，21，28日   

囲場A：0，12（1回、21口）   

りんご※  

（果実）   

剤形不明   0．9kgal／ha散布  1回   28，42，63日   
田場∧：0．44   

りんご※  

（果実）   
剤形不明   0．9lくgai／ha 散布  1回   21，35，56日   

圃場A：0．17（1回、35fり   

りんご※  

（果実）   

剤形不明   0．006kg／樹散布   1回   28，42，63日   
圃場A：0．45   

りんご※  

（果実）   

剤形不明   0．2％ 散布   1回   14，21日   
圃場A：0．28   

りんご※  

（果実）   
5   剤形不朗   0．75kgai／ha散布  3回   14，21，28日   

0．290．71   

りんご  

（果実）   

剤形不明   1．3kgal／ha散布  9回   14′、15日   
圃場A：1．61   

りんご  剤形不明   
（果実）   

1．2kgai／ha散布  1回   14（〉15日   
圃場八：0．∠′17   

りんご  

（果実）   
剤形不明   1．3kgai／ha散布  1回   14／、15日   

固場A：0．35   

圃場A二1．56  
りんご  

（果実）   
3   剤形不明   1．2kgai／ha散布  6回   14′、15日  圃場B：1．94  

圃場C：1．97   

りんご  

（果実）   
剤形不明   1．3kgal／ha散布  6回   14′～15日   

圃場A：1．68   
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農作物   
試験  試験条イ   牛  
圃場  剤型   使用量・使用方法  回数   経過日数   

最大残留量（ppm）  

りんご  

（果実）   
剤形不明   1．4kgai／ha散布  3回   14′－15日   

圃場A：0．95   

りんご  
2   剤形不明   1．4kgai／ha散布  1回   

圃場A：0．36  

（果実）  
14へノ15日  

圃場B：0．66   

りんご  

（果実）   
剤形不明   0．56kgai／ha散布  1回   21′、23日   

圃場A：0．13   

りんご  

（果実）   
剤形不明   1．22kgai／ha散布  3回   14′、15日   

圃場A：0．38   

りんご  

（果実）   
剤形不明   1．39kgal／lla散布  1回   14～15日   

圃場A：0．22   

りんご  

（果実）   
剤形不明   1．07kgai／ha散布  3回   14′－15日   

圃場A：0．34   

りんご  
剤形不明   1．86kgai／ha散布  1回   14／）15日   

（果実）   圃場A：0．84   

りんご  

（果実）   
剤形不明   1．86kgai／ha散布  1回   14′、15日   

圃場A：1．01   

りんご  
2   剤形不明   0．7kgai／ha散布  2回   

圃場A：0．50  

（果実）  
14′、15日  

圃場B：0．97   

りんご  

（果実）   
剤形不明   l，39kgai／ha散布  2回   14／）15日   

圃場A：0．26   

なし※  
剤形不明   

圃場A：0．21（1回、21日）  

（果実）   

2  1．4kgai／ha散布  1回   14，21，28，35日  
圃場B：0．27   

なし※  

（果実）   
剤形不明   1．32kgai／11a散布  1回   14日   

圃場A：0．10   

なし※  

（果実）   
剤形不明   2．64kgai／ha散布  1回   14日   

圃場A：0．84   

なし※  
2   剤形不明   0．60kgai／ha散布  2回   14，28，42，56日   

圃場A：1．42  

（果実）  圃場B：0．84   

なし※  
（果実）   

剤形不明   0．引くg／kL散布   2回   14，28，42，56日   
圃場A‥0．94   
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試験  
農作物  

試験条件  

圃場  剤型   使用量・使用方法  回数   経過日数   
最大残留量（ppm）  

なし※  

（果実）   
剤形不明   1．5kgal／ha散布  2回   14，21，28日  

圃場A：0．19（1回、21日）   

なし※  
（果実）   

剤形不明   0．2％ 散布   1回   14，21日   
田場A：0．39   

なし※  
（果実）   

剤形不明   0．75kga招1a散布  3回   14，21，28日   
悶場八：0．川   

なし  

（果実）   
剤形不明   1．851くga招1a散布  3回   14／、15日   

同場A：0．57   

なし  
（果実）   

剤形不明   1．86kgal／ha散布  3回   14′、15日   
圃場A二0．37   

なし  
（果実）   

剤形不明   1．46kgaiパ1a散布  3回   14′－15日   
田場A：0．53   

なし  
（果実）   

剤形不明   0．561くgai／‡1a 散布  1回   14′）15日   
圃場A：0．31   

なし  
（果実）   

剤形不明   1．321くgaiルa散布  1回   14′～15日   
圃場A：0．37   

なし  
2   剤形不明   

圃場A：0．34  

（果実）  

1．39kgal／ha散布  2回   14～15日  
圃場B：0．67   

なし  
（果実）   

剤形不明   1．85kgai／ha散布  5回   14～15日   
圃場A：0．83   

なし  
（果実）   

剤形不明   1．63kgal／ha散布  6回   14／、15日   
圃場A：1．30   

なし  
（果実）   

剤形不明   1．87kgal／ha散布  5回   14′、、ノ15日   
開場∧二0．69   

なし  剤形不明   
（果実）   

2．79kgaiハ1a散布  6恒］   14ヘノ15日   
田場∧二1．22   

なし  
2   剤形不明   

圃場A：0．51  

（果実）  

1．86kgal／lla散布  5回   14′、15日  
圃場B：0．30   

なし  
（果実）   

剤形不明   1．86kgal／ha散布  5回   14′、15日   
圃場A：0．79   
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農作物   
試験  試験条件  
圃場  剤型   使用量・使用方法  回数   経過日数   

最大残留量（ppm）  

なし  
（果実）   

剤形不明   8．198g／L散布   6回   14′、15日   
圃場A：0．12   

※で示した作物残留試験は、最大残留量は代謝物B含量に換算した値で示しており、それ以外の作物残留試験についてはアミトラズ含丑に  
換算した値で示している。  

監；】  

b   



（別紙卜3）  

対象動物におけるアミトラズの残留試験  

1 ウシにおける試験   

（1）アミトラズ0．025％希釈液を噴霧  

ウシにアミトラズ0．025％希釈液を4L単回噴霧した。最終投与後1及び7日の筋肉、  

脂肪、肝臓及び腎臓における残留量をアミトラズ濃度に換算した値を表1及び2に示  

す。  

ウシにアミトラズ0．025％希釈液を8L単回噴霧した。最終投与後1日の筋肉、脂肪、  

月刊蔵及び腎臓における残留量をアミトラズ濃度に換算した値を表3に示す。  

ウシにアミトラズ0．025％希釈液を10L噴霧後7日後に再噴霧し、さらに3日間隔  

で3回噴霧した。最終投与後、1及び4日の筋肉、脂肪、月刊蔵及び腎臓における残留  

量を代謝物B濃度に換算した値を表4に示す。  

ウシにアミトラズ0．025％希釈液を7日間隔で2回噴霧した。最終投与後1、3及び  

7日の皮下脂肪、月刊蔵及び腎臓における残留量をアミトラズ濃度に換算した値を表5  
に示す。  

ウシにアミトラズ0．025％希釈液を7日間隔で2回噴霧した。最終投与後1、3、7  

及び14日の筋肉、腎周囲脂肪、皮下脂肪、月刊蔵及び腎臓における残留量をアミトラズ  

濃度に換算した値を表6に示す。  

（表1）アミトラズ0．025％希釈液を4L単回噴霧した時の食用組織中のアミトラズ濃度  

（ppm）  

試験日  
筋肉   脂肪   肝臓   腎臓   

（投与後日数）  

く0．02   く0．02   0．09   く0．02   

く0．02   く0．02   く0．02   0．06   

数値は、分析値を示す。  

定量限界：0．02ppm  

（表2）アミトラズ0．025％希釈液を4L単回噴霧した時の食用組織中のアミトラズ濃度  

（ppm）  

試紋日  

（投与後目数）   
筋肉   脂肪   月刊蔵   腎臓   

く0．01（2），  く0．01，0．01，  
0．22，0．23   0．05，0．06   

0．01（2）  0．03（2）  
r7  

0．03±0．01   0．02±0．01   0．04（1）   0．02（2）   

数値は、分析値又は平均値±標準偏差で示し、括弧内は検体数を示す。  

定量限界：0．01ppm  

（表3）アミトラズ0．025％希釈液を10L単回噴霧した時の食用組織中のアミトラズ濃度（ppm）  

試験日  

（投与後日数）   

筋肉   脂肪   月刊蔵   腎臓   

1   く0．02   く0．02，0．06，0．08（2）   く0．02   0．04，0．06   

数値は、分析値で示し、括弧内は検体数を示す。  

定量限界：0．02ppm  
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（表4）アミトラズ0，025％，希釈液を10L噴霧後7日後に画境霧し、さらに3口間隔で3回噴霧した時  

の食用組織中の代謝物B濃度  （ppm）  

試験日  
筋肉   脂肪   肝臓   腎臓   

（投与後日数）  

1   く0．01（11），0．03   く0．01（11），0．01  く0．01（2），0．01（3），0．02   0．04±0．01   

4   く0．01   く0．01   く0．01   0．03±0．01   

数値は、分析値又は平均値±標準偏差で示し、括弧内は検体数を示す。  

定量限界：0．01ppm  

（表5）アミトラズ0．025％希釈液を7日間隔で2回噴霧したときの食用  

組織中のアミトラズ濃度  （ppm）  

試験日  

（投与後日数）   
皮下脂肪   月刊蔵   腎臓   

く0．05（4），0．06   0．12±0．04   0．19±0．05   

3   

く0．05（2），0．06，  
〈0．05  0．09±0．02   

0．07，0．08  

7   く0．05   く0．05   く0．05   

数値は、分析値又は平均値±標準偏差で示し、括弧内は検体数を示す。  

定量限界：0．05ppm  

（表6）アミトラズ0．025％希釈液を7日間隔で2回噴霧したときの食用組織中のアミトラズ濃度  

bpm）  
試験日  

筋肉   腎周囲月別方   皮下月副方   月刊歳   
（投与後日数）  

腎臓   

0．15  
く0．05   く0．05（4），0．06  く0．05（3），0．08（2）  0．09 （0．050．13）  （0．14－0．17）   

3   

0．07  0．09  
く0．05   く0．05   く0．05  

（0．05刀．10）  （0．07－0．10）   

7   く0．05   く0．05   く0．05   く0．05   〈0．05   

14   く0．05   く0．05   く0．05   く0．05   く0．05   

数値は、分析値、平均値（最小†直一最大値）又は平均値±標準偏差で示し、括弧内は検体数を示すも  

定量限界：0．05ppm  

（2）アミトラズ0．05％希釈液を噴霧  

ウシにアミトラズ0．05％希釈液を7日おきに14ケ月間噴霧した。最終投与後1及び   

7日の筋肉、脂肪、月刊蔵及び腎臓における残留量をアミトラズ濃度に換算した値を表   
1及び2に示す。  

（表1）アミトラズ0．05％希釈液を7日おきに14ケ月間噴霧した時の食用組織中のアミトラ   
ズ濃度  

（ppm）  

試験日  

（投与後日数）   

筋肉   月謝方   月刊蔵   腎臓   

0．12，0．15   

7   0．03，0．08   0．05，0．10   0．05，0．07  

数値は、分析値を示圭  

一は分析を実施せず。  

定量限界：0．02ppm  
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（表2）アミトラズ0．05％希状清を7廿おきに1′1ケ月問噴霧した時の食用細論井明アミトラ  

ズ濃度  （pr〕1n）  

試験日  筋肉   脂肪   肝臓   
（投与後目数）  

腎臓   

0．03±0．02   0．06±0．01   0．08，0．09   0．18，0．22   

7   0．05±0．03   0．06±0．02   0．05（2）   0．21，0．22   

数値は、分析値又は平均値±標準偏差で示し、括弧内は検体数を示すっ  

定量限界：0．01ppm  

（3）アミトラズ0．08％希釈液を噴霧  

ウシにアミトラズ0．08％希釈液を7日おきに1～3年間噴霧した。最終投与後1及  

び8日の筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓における残留量をアミトラズ濃度に換算した値を  

以下に示す。  

アミトラス希釈液0．08％を7日おきに1～3年間噴霧した時の食用組織中のアミトラズ濃度  

（ppm）  

試験日  

（投与後日数）   
筋肉   脂肪   肝臓   腎臓   

0．03±0．03   0，03±0．01   0．08±0．02   0．10±0．01   

8   

く0．01（6），  

o．01（2）   
く0．01（7），0．01   0．03±0．01   0．02（2）   

数値は、分析値又は平均値±標準偏差で示し、括弧内は検体数を示す。  

定量限界：0．01ppm  

2 ブタにおける試験  

（1）スプレーによる噴霧  

ブタにアミトラズ0．1％希釈液を1L単回噴霧した。最終投与後2、7、9及び14  

日の筋肉、脂肪、月刊蔵及び腎臓における残留量をアミトラズ濃度に換算した値を表1に  

示す。  

ブタにアミトラズ0．1％希釈液を噴霧し、7日後に再噴霧した。最終投与後1時間の  

筋肉、脂肪、月刊蔵及び腎臓における残留量をアミトラズ濃度に換算した値を表2に示す。  

ブタにアミトラズ0．05％希釈液を7日間隔で2回噴霧した。最終投与後1、3、7  

及び14日の皮膚及び皮下脂肪、月刊蔵及び腎臓における残留量をアミトラズ濃度に換算  

した値を表3に示す。  

ブタにアミトラズ0．05％希釈液を7日間隔で2回噴霧した。最終投与後1、3、7  

及び14日の筋肉、皮膚及び皮下脂肪、月刊蔵及び腎臓における残留量をアミトラズ濃度  

に換算した値を表4に示す。  
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（表1）アミトラズ〔＝％希釈液を1L単回噴霧した時の食桐組織中のアミトラズ濃度（ppm）  

試験日  
筋肉   脂肪   月刊蔵  

（投与後口数）  

2   く0．02   く0．02   く0．02   0．02，0．03  

く0．02   
く0．02（2），0．02，  く0．02（2），0．02，   

0．03  0．04   
0．02，0．07  

9   〈0．02   
〈0．02（2），0．02，   

く0．02   
0．04  

0．03（2）   

14   く0．02（3），0．02  く0．02（3），0．02   0．05，0．06   く0．02，0．03   

数値は、分析値で示し、括弧内は検体数を示す忘  

定量限界：0．02ppm  

（表2）アミトラズ0．1％希釈液を噴霧し、7日後に再噴霧した時の食用組織中のアミトラズ  

濃度  bpm）  
試験日  

（投与後日数）   
筋肉   脂肪   月刊穣   腎臓   

く0．05（9），0．05（3），  
く0．05   く0．05（22），0．06（2）  く0．05（13），0．05（3）  

0．06（2），0．07   

数値は、分析値で示し、括弧内は検体数を示す。  

定量限界：0．05ppm  

（表3）アミトラズ0．05％希釈液を7日間隔で2回噴霧したときの食用組  

織中のアミトラズ濃度  bpm）  

試験日  
（投与後日数）   皮膚及び皮下脂肪   月刊蔵   腎臓   

く0．05   く0．05   く0．05（4），0．06   

3   く0．05   〈0．05   〈0，05   

7   く0．05   く0．05   く0．05   

14   〈0．05   く0．05   く0．05   

数値は、分析値で示し、括弧内は検体数を示す。  

定量限界：0．05ppm  

（表4）アミトラズ0．05％希釈液を7日間隔で2回噴霧したときの食用組織中のアミトラ  
ズ濃度  bpm）  

試験日  
筋肉   

皮膚及び  

（投与後目数）  皮下月別方   
月刊歳   腎臓   

く0．05   
1．61  

く0．05－0．08   
（1．13－2．66）  

く0．05   

3   く0．05   
0．60  

く0．05－0．06   〈0．05   
（0．28－0．99）  

7   く0．05   
0．19  

（0．08－0．30）   
く0．05   く0．05   

14   く0．05   く0．05   く0．05   く0．05   

数値は、分析値又は平均値（最／日直一最大値）で示す。  

定量限界：0．05ppm  
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（2）背1」練への塗布  

ブタにアミトラズ10汀Ig／kg体重／日を7日間隔で2回背中楓こ沿って塗布した。最終投   

与後1、3、7、14及び21日の筋肉、皮膚及び皮下脂肪、月刊歳、腎臓及び心臓における   

残留量をアミトラズ濃度に換算した値を以下に示す。  

アミトラズ10mg／kg体重／目を7日間隔で2回塗布したときの食用組織中のアミトラス濃度  

（ppm）  

茅場灸日  
筋肉   

皮膚及び  

皮下脂肪   
月刊蔵   腎臓   

（投与後日蜘  
ノM蔵   

1．1  
く0．05  

0．31  0．24  

（0．87－1．3）  （0．18－0．46）   （0．15■・・■・0．32）   
く0．050．09   

3   く0．05   
0．37  0．22  0．08  〈0．05   

（0．23－0．51）   （0．15－0．37）   （0．060．10）  

7   
く0．05   

く0．050．17   
0．10  

く0．05   
〈0．05   

（0．05－0．17）  

14   
く0．05   0．08  く0．05   

（0．070．09）   
21   く0．05   く0．05－0．16   く0．05－0．08   〈0．05   〈0．05   

数値は、分析値又は平均値（最小値一最大イ曲 で示す。  

検出限界：0．05ppm  

3 ヒツジにおける試験   

ヒツジをアミトラズ0．05％希釈液で単回英浴した。最終投与後、1及び7日の筋肉、脂肪、  

月刊蔵及び腎臓における残留量をアミトラズ濃度に換算した値を表1に示す。   

ヒツジをアミトラズ0．05％希釈液で単回薬浴した。最終投与後、1、3、5及び7日の筋  

肉、脂肪、月刊蔵及び腎臓における残留量をアミトラズ濃度に換算した値を表2に示す。   

ヒツジをアミトラズ0．05％希釈液で14日間隔で2回薬浴した。最終投与後、1、3、7、  

14、21及び28日の筋肉、腎周囲脂肪、皮下脂肪、月刊蔵及び腎臓における残留量をアミトラ   
ズ濃度に換算した値を表3に示す。  

（表1）アミトラズ0．05％希釈液で単回薬浴した時の食用組織中のアミトラズ濃度  bpm）  

試験日  

（投与後目数）  
筋肉  脂肪   月刊蔵  

0．15±0．14   0．64±0．48   0．44±0．12   0．75±0．10   

7   0．16±0．15   0．38±0．27   0．21±0．02   0．24±0．11   

数値は、平均値±標準偏差で示す。  

定量限界：0．01ppm  
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（未2）アミトラズ0．05％希釈液で単回薬浴した時の食用新調再■のアミトラズ濃度 （ppm）  

試験日  
筋肉   1J親方  

（投与後日数）  

く0，01，0．01，0．02（3），  
0．18±0．11   0．13±0．04   0，27±0．0⊥t   

0．03（3），0．04，0．05  

3   

く0．01（4），0．01（3），  
0．18±0．13  

0．02（4），0．04  

5   〈0．01（11），0．02   0．18±0．10   0．04±0．01   0．09±0．01   

7   く0．01   0．11±0．04   0．04±0．01   0．07±0．01  

数値は、分析値又は平均値±標準偏差で示す。  

－は分析を実施せう㌔  

定量限界：0．01ppm  

（表3）アミトラズ0．025％希釈液で14日間隔で2回薬浴したときの食用組織中のアミトラズ濃度  bpm）  

試験日  

（投与後日数）   

筋肉   腎周囲脂肪   皮下脂肪   月刊読   腎臓   

0．08±0．03   0．29±0．07   0．61±0．37   0．28二±0．06   0．54±0．12   

3   0．08±0，01   0．23±0．06   0．58±0．17   0．15±0．05   0．32±0．04   

7   

く0．05，0．27，0．36，  
く0．05（4），0．05   0．16±0．02  0．10±0．03   0．20±0．05   

0．54，0．74  

14   く0．05（4），0．08   0．11±0．04   0．33±0．14   く0．05，0．05，0．07（3）   0．10±0．03   

21   く0．05   く0．05（3），0．06（2）   く0．05   く0．05（4），0．05   く0．05（4），0．07   

28   く0．05   〈0．05（4），0．05   く0．05（4），0．07   く0．05   く0．05（4），0．09   

数値は、分析値又は平均値±標準偏差で示し、括弧内は検体数を示すこ  

定量限界：0．05ppm  

4 泌乳牛における試験   

泌乳牛にアミトラズ希釈液を7日間間隔で14ケ月間噴霧した。最終投与後、12（0．5日）   

から168（7日）時間の乳中のアミトラズ濃度を表1に示す。   

泌乳牛にアミトラズ0．025％希釈液を7日間隔で2回噴霧した。最終投与後、12、24、36、   

48、60及び72時間の乳中のアミトラズ濃度を表2に示す。  
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（表1）アミトラズ希釈液を毎週1∠1ケ別冊！首謀毒した時の乳中のアミトラ  

ネ濃度  
（ppm）  

蓄悔条目  

（投与後時間）   
乳   

12   0．03±0．01   

24   0．03±0．01   

36   0．01，0．03   

48   0．02±0．00   

60   0．02±0．00   

72   0．02，0．03   

84   く0．01，0．01，0，02，0．03   

96   0．03   

108  

120   0．02（2）   

132   〈0．01   

144  

156   く0．01   

168   〈0．01   

数値は、分析値又は平均値±標準偏差で示し、括弧内は検体数を示す。  

は分析を実施せず。  

定量限界：0．01ppm  

（表2）アミトラズ0．025％希釈液を7日間隔で2回噴霧したときの乳中  

のアミトラズ濃度  bpm）  

試験日  

（投与後時間）   
乳   

12   く0．01（3），0．01（10），0．02（6），0．03（1）   

24   く0．01（9），0．01（1），0，02（8），0．03（2）   

36   〈0．01（14），0．01（5），0．02（1）   

48   く0．01   

60   く0．01   

72   く0．01   

数値は、分析値で示し、括弧内は検体数を示す。  

定量限界：0．01ppm  

5 ミツバチにおける試験   

ミツバチの巣箱に、標準巣箱あたり2枚（常用量）（アミトラズとして500mg／枚）及び4  

枚（2倍量）を、6週間連続して懸垂した。最終投与後7、14、16、21及び28日のはちみ  

つ中の代謝物B濃度を表1に示す。   

ミツバチの巣箱に 、3年にわたり1年に2回、標準巣箱あたり2枚（アミトラズとして500  

mg／枚）を、6週間連続して懸垂した。最終投与後0、1、2、3、4、6、10及び15日のはち  

みつ中のアミトラズ濃度を表2に示す。  
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（表1）標準巣節あたり2枚（常用責）（アミトラズとして500mg／′枚）及び4  

枚（2イ71テござiう二）を6j郡り連続して懸垂した時の、はちみつ中（刀代謝物旧濃度（ppiTl）  

（投与後作粗   
はらみつ  訊㍍田      常用量  ト    2倍量  7  く0．01  く0．01（′′り，0．02（2）   

1′1   く0．01   く0．01   

16   く0．01   〈0．01（2），0．01   

21   く0．01   く0．01   

28   く0．01   〈0．01   

数値は、分析値で示し、括弧内は検体数を示す。  

定量限界：0．01抑¶  

（表2）標準巣箱あたり2枚（アミトラズとして500汀唱／枚）を6週間連続  

して懸垂した時の、はちみつ中のアミトラズ濃度  bpm）  
試験日  

（投与後口数）   
はちみつ   

0   0．08±0．02   

0．15±0．09   

2   0．22±0．18   

3   0．15±0．15   

4   0．10±0．04   

6   く0．05，0．06，0．08，0．09，0．10，0．32   

10   0．10±0．06   

15   く0．05（2），0．06，0．08（2），0．14   

数値は、分析値又は平均値±標準偏差で示し、括弧内は検体数を示す。  

定量限界：0．05ppm  
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f：－きご唇／動物∬［冬集㌫ アミトラス  （別紙2）  

参考基準値  
基準値  国際  外国  作物残留試験成績   

食品名  案  有無  基準値  

PPm   PPm  pPrn   PPm  

ほうれんそう  （1．り1   0．05  EU  
たけのこ  †）．【）1  

オクラ  （1．t）1  

しようが  り．り．1  

未成熟えんどう  軋り三う  

未成熟いんげん 0．1〕1  

えだまめ  （1．0ニ〉  

マッシュルーム  0．（）う  

しいたけ  0．（）う  

その他のきのこ類  U．（lう  

その他の野菜   り．t）「i  

0．04，0．02，0．082，  
みかん  0．5  ○  0．023，0．054，0．072  

0．532（軋0．174（＃），  

0」5，0．40，0．097，  
なっみかんの果実全体  0．5  （⊃  0．109  

レモン   0．5   0．5  ○  

オレンジ   0．9   0，5  ○  0．5  

グレープフルーツ   0．5   0．5  ○  

ライム   0．5   0．5  ○  
0．91（＃），0．17（＃），0．03  
（ゆず）、0．17，0．040  

その他のかんきつ類果実   0．9   Q 0．5  

0．14，0．08  

りんご   0．9   0．5  （⊃   0．5  【0．13－1，97（n＝30）】   
0．19，0．24，0．03，0．24  

日本なし   0．9   0．5  ○   0．5       【0．122．556（n＝25）】   

西洋なし   0．9   0．5  （⊃   0．5  
マルメロ   0．9   0．5  0．5  

びわ   09   0．5  05  

もも   0．9   0＿5  0．5  【0．388－1．1（n＝6）】  
【オーストラリアのプ  

ネクタリン   旦遵   0．2  ルーンを参照】  
【オーストラリアのプ  

あんず   虹9   0．2  ルーンを参照】  

すもも   吐皇   ∩．2  【0．25－0．56（n＝2）】  
【オーストラリアのプ  

うめ   0．9   （）Ji  ルーンを参照】  

おうとう   0．9   0．5  0．5                                                                            【0．16－0．63（n＝2）】   
いちご  0．2  
ラズベリー  0．2  
ブラックベリー  0．2  
ブルーベリー  0．2  

クランベリー  0．2  
ハックルベリー  0．2  

そq坦りべ竺二類果実  02  

ぶどう  r）．り5  

かき  り．り1  

バナナ  0．05  

キウイー  0．05  
パパイヤ  0．2  

アボカド  0．2  
パイナップル  0．05  
グアバ  0．2  EU  
マンゴー  0．2  EU  
パッションフルーツ  0．2  EU  

なっめやし      0．2         EU   

EU   その他の果実    0．2  
ひまわりの種子  0．2  
ごまの種子  0．05  
べにばなの種子   0．2  EU  

綿実  0．5  0．5  アメリカ  
なたね  0．2  

その他のオイ∠ヒシード     0．2  EU   
ぎんなん  0．2  

くり  0．05  
ペカン  0．2  
アーモンド  0．2  

くるみ  0．2  

その他のナγγ類  0∴蔓  
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ノニケノごトノ′甘削 －■【】ノ’ミトラ∴  
（肌批」ノ  

ち考′；FL∴f【ミ7L  

剛 「   外巨J   借酢琵留試験成錆  
〆トL】ノン  ⊥と日工巨丁   韮埜情  十こ  基準   基準は  

現行 PL）rrl            rこさ ∵         l井冊  Pr）m   PPIll   PPnl   

茶  

り．！  
n．1： Eし盲  

ホップ  0．1：Eしr  
1．09，1．76（＄），1．19，  
0．」5，1．45，0．97（み  

その他のスパイス   ＝」  0．05：Eしi  かんの果皮）   

その他のハーフ  けどI）  0．05： Eしr   

綿実油（食用植物油脂の日本農林規格に規定  
する精製綿実油、綿実サラダ油及びこれらと同  

等以上の規格を有すると認められる食用油を  
除く。）  0．09   r）．り1  0．05  

参考基準†  ◆  ニ招請験成待  

基主酎直  外  

食品名  現行  基彗  
PPm  PP  Dpni _ PPm   

1二の筋肉   0．09   lJ．（い  0．05  0．1  オー・ストラリア  

豚の筋肉   0．09   0．（）1  0．05  
その他の陸棲哺乳頓に属する動物の筋肉  0．2  （）．Ⅰ  

牛の脂肪  0．05（3），0．08（2）  

吐呈  り」  0日  1日  

豚の脂肪  
1．6l  

り．Ⅰ  1日  1日  

21日  〈0．05  

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪  吐2  0∴】   24日     28日  

牛の肝臓   0．4   0．2          （1．コ  

豚の肝臓   0．4   11．∵  0．2  

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   0．4   （）∴Z  0．2  
牛の腎臓   0．4   什：∠  0．2  

豚の腎臓   0．4   〔1∴：  0，2  

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓   （）」ヱ  0．2  0．4  

隼の食用部分   0．4   r）／」  0．2  

豚の食用部分   0．4   tiJJ  0．2  

け「  匹  そ叫也？）健棒蝉乳軌三選する動物塑食用部分  
乳   p∴q2  什（）】  

鶏の筋肉  り．り2   

その他の家きんの筋肉  い．り：」  

鶏の脂肪  い．り1  EU   

その他の家きんの脂肪  （）．り1  

鶏の肝臓  圧廿  

その他の家きんの肝臓  り．け  

采雛）腎臓  l）．廿  

その他の家きんの腎臓  り．n・  

鶏の食用部分  り．りl  

その他の家きんの食用部分  0．0・′l  

鶏の卵  （＝㍑  

その他の家きんの卵  〔I．0ニZ  

はちみつ  0日  

0．2  0．コ  2日   

基準値現行において、平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  

基準値案において、数値に下線を付した項目または網を付した項目については、前回の審議（平成20年3月）から基準値案を変更して  
いる。  

【】で示した結果等については、海外で実施された作物残留試験成績を示した。  
（＃）で示した作物残留試験成績は、適用範囲内で行われていない。  

（＄）で示した作物残留試験は、作物残留試験成績のばらつきを考慮し、最大残留値を基準値策定の根拠とした。  

注1）基準値現行及び基準値（案）は、アミトラズ及び代謝物Bをアミトラズ含量に換算したものの和で示している。  
注2）国際基準及びオーストラリア基準は代謝物B換算であり、米国基準及びEU基準はアミトラズ換算となっている。  
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（別紙3）  

アミトラズ推定摂取量（単位：〃g／人／day）  
幼小児  高齢者  

食品群   基準値案  
（1〕Pm）   

トマト  0．9  0．58  
7．4   14 9  2．3：   91   2 8：  きゆうり  0．9  0．28  14．7：  

17．7   1．7こ  ワリ：  り13  みかん  0 5  0．05  20．8；        22．9  
0. 0: 0. 1 01  0. 0: 0．1  なっみかんの果実全体  0．5  0 ワ4         00喜             レモン  0 5  ●     05    0 り  01  01  0：三  0 ワ  0 り  

0 7   0 7：  0 2  オレンジ  0 9  ●     09  0 4  0 4：    0 5  
0．6：  0. 21 11  グレープフルーツ  0．5  ●     0．5  0．6             0 4    ム  
01：  ライ  0 5  ●     0．5  01      01  01  01  01  

01  0 5  その他のかんきつ類果実  0．9  ●    0．9  0．41   0．4：    0．1     01：  
りんご  0 9  0．11  318   4．0   り7 0   3 3   32 0  3 9’  3  

0. 9: 4 0   0. 8: 日本なし  0．9  0．18             4 8」    0 9   4 6  
01   0. O1 0. 1:: 西洋なし  0．9  018    0．0    0 0  011  

01こ  マルメロ  0 9  ●     09  O. Ijj 0．1  01：       01て    01  
びわ  0 9  ●     09    0．1  「 

0. 5: 0 3   もも  0．9  0 60        06こ   04   3 6  2 4■       01  
01：  0. 1:: 01   01   ネクタリン  0 9  ●     0，9    01：              01  

01：  01  01L  Ol  01  あんず  0．9 09  ●     0．9                      すもも   0 ，4    01  01  0 0L    13   0 6  0 り  
0 3   13：  13」  うめ  0 9  ●    0．9  10：   10                14  

0 0  0. 0: 01   0. 0: おつとつ  0 9  0 4  01■                  01  
0．1：  0，0：  綿実  0．9  0．25         0．0  0．1  0，0  0．1  
0．5  0．1：  0．1   0，5   0．1   0 5  その他のスパイス  5  1．1  

筋肉0，09／′  
ワ   牛の筋肉及び脂肪  0 2   ●脂肪02  3 9  ワ ーワ    1．0  3 8  1  3 9  

0．0   0 0「  0 0  0 0  牛の肝臓  0 4  ●     0 4  0 0】    0 0：  
牛の腎臓  0．4  ●     0．4  0．21   0 2・    01  0．3：   0．3   J     O．2    ▼▼▼▼▼▼   

0．1   0．1   0．2  車あ奄東面雰  0．4  
筋肉0．09／′  

04   

01：  豚の肝臓  0．4  ●    04  01 豚の筋肉及び脂肪    ●脂肪04  14 3  54：    3 5                16，0  6．1  14．3            ：        0 0  01  01  01    豚 
0 0■   0. 0: 

0 2・   0. 1:: 0ト  の腎臓  0 4  ●    04          0 0  0．0：   0．0   0．0    廠tす套東面分…【▼…▼…▼▼‾…‾‾▼■…‾  0 4  ●    04              0 2    0 り  0 一二）  
0．1：  0 0㌻  その他の陸棲哺乳類に属する動物の肉類  0．4  ●    0．4  01：  01  0 0        01：  
2．9   3. 9: 3. 91 3. 71 3 7   乳  0，02  ●    0，02                  2 9  
0．1   0．0   0．0   0．1   0．1   0．1  まちみつ  0．2  ●     0．2  



●：個別の作物残留試験等がないことから、暴露評価を行うにあたり基準値（案）の数値を軌ノ、た。   

注1）海外の作物残留試験成績のうち、代謝物B換算で示されている分析値については、換算係数1．8を剛、てアミトラズに換算した上で、EDl試算を行った。  

注2）「牛・豚の筋肉及び脂肪並びにその他の陸棲哺乳類に属する動物の肉類」については、Th“〕1計算では摂取量にその範囲の基準値案で最も高い値を乗した（〕重  
た、EDI計算では、牛及び豚中の筋肉及び脂肪の摂取比率をそれぞれ80％、20％として試算した。  

高齢者については畜産物の摂取量データ、妊婦については一部の畜産物の摂取量データがないため、国民平均の摂取量を参考とした。  
TMDI：理論最大1日摂取量（TheoreticalMaximum OailyIntake）  
EDl：推定摂取量（Estimated DailyIrltake）   
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答申（案）  

アミトラズ   

残留基準値  

食品名  
口DrTl   

トマト   0．9   

きゆうり   0．9   
オレンジ   0．9   

その他のかんきつ頸果実（注2）   0．9   
りんご   0．9   
日本なし   0．9   
西洋なし   0．9   
マルメロ   0．9   
びわ   0．9   
もも   0．9   

ネクタリン   吐皇   
あんず   吐皇   

すもも   吐旦   

うめ   0．9   
おうとう   0．9   
綿実   0．9   

その他のスパイス（注こう）   5   

牛の筋肉   0．09   

豚の筋肉   0．09   
その他の陸棲哺乳類（注4）に屈する動物の筋   0．2   
牛の脂肪   吐2   

豚のJ】削方   吐旦   

その他の睦撲叫溜．特に属する動物の脂肪   0．2   
牛の肝臓   0．4   
豚の肝臓   0．4   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   0．4   
午の腎臓   0．4   
豚の腎臓   0．4   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓   0．4   
牛の食用部分   0．4   
豚の食用部分   0．4   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用都子   0．4   
乳   0．02   

はちみつ   0．2   
綿実油（食用植物油脂の日本農林規格に規   
定する精製綿実油、綿実サラダ油及びこれら   

と同等以上の規格を有すると認められる食用   

油を除く〔）   0．09  

（注1）今匝1基準値を設定するアミトラズは  

アミトラズ及びルー2，∠巨ジメチルフェニル  

「ノ＼／’¶メチルホルムアミジン（代謝物B）  

の和とする。なお、アミトラズ及び代謝物  
Bをアミトラズ含量に換算した和とする。   

（注2）「その他のかんきつ類果実」とは、  

かんきつ類果実のうち、みかん、なつみ  
かん、なっみかんの外果皮、なっみかん  
の果実全体、レモン、オレンジ、グレープ  
フルーツ、ライム及びスパイス以外のもの  

をいう。   

（注3）「その他のスパイス」とは、スパイス  

のうち、西洋わさび、わさびの根茎、にん  
にく、とうがらし、パプリカ、しようが、レモ  

ンの果皮、オレンジの果皮、ゆずの果皮  
及びごまの種丁以外のものをいう。   

（注4）「その他の陸棲哺乳類に属する動  

物」とは、陸棲晴乳類に属する動物のう  

ち、牛及び豚以外のものをいう。   
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